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(57)【要約】
【課題】センサホルダの剛性を高めてクリープ変形を防
止すると共に、他部品との密着性を向上して長期間に亘
って気密性と耐久性を高めた回転速度検出装置付き車輪
用軸受装置を提供する。
【解決手段】外方部材３の端部にシメシロを介して内嵌
され、合成樹脂から射出成形で形成されて回転速度セン
サ２９が包埋されたセンサホルダ２０を備えた回転速度
検出装置付き車輪用軸受装置において、シール１１が、
センサホルダ２０がインサート成形された芯金２４、お
よびこれに接合されたシール部材２５からなる環状のシ
ール板２１と、内輪６に圧入されたスリンガ２２と、周
方向交互に磁極Ｎ、Ｓが着磁された磁気エンコーダ２８
を有するパルサリング２３とを備え、センサホルダ２０
にガラス繊維が１０～４５ｗｔ％充填されると共に、セ
ンサホルダ２０の硬度がデュロメータＡで１０～９０の
範囲に設定されている。
【選択図】図３



(2) JP 2009-36335 A 2009.2.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外周に懸架装置に取り付けるための車体取付フランジを一体に有し、内周に複列の外側
転走面が一体に形成された外方部材と、
　一端部に車輪を取り付けるための車輪取付フランジを一体に有し、外周に軸方向に延び
る小径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に圧入された少なくとも一
つの内輪からなり、外周に前記複列の外側転走面に対向する複列の内側転走面が形成され
た内方部材と、
　この内方部材と前記外方部材の両転走面間に転動自在に収容された複列の転動体と、
　前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に装着されたシールと、
　前記外方部材のインナー側の端部にシメシロを介して内嵌され、合成樹脂から射出成形
によって形成されて回転速度センサが包埋されたセンサホルダとを備えた回転速度検出装
置付き車輪用軸受装置において、
　前記シールのうちインナー側のシールが、前記センサホルダがインサート成形され、鋼
板からプレス加工によって形成された芯金、およびこの芯金に一体に接合されたシール部
材からなる環状のシール板と、
　このシール板に対向して前記内輪の外径に圧入され、鋼板からプレス加工によって形成
されたスリンガと、
　円周方向に関する特性が交互にかつ等間隔に変化するように構成され、前記回転速度セ
ンサに所定の径方向すきまを介して対峙した磁気エンコーダとを備えると共に、
　前記センサホルダに繊維状強化材が所定量充填されると共に、当該センサホルダの硬度
がデュロメータＡで１０～９０の範囲に設定されていることを特徴とする回転速度検出装
置付き車輪用軸受装置。
【請求項２】
　前記繊維状強化材が、ガラス繊維、炭素繊維、アラミド繊維、ホウ素繊維のいずれかか
らなり、充填量が１０～４５ｗｔ％の範囲に設定されている請求項１に記載の回転速度検
出装置付き車輪用軸受装置。
【請求項３】
　前記センサホルダの円周所定位置に前記回転速度センサと電子回路に接続されたハーネ
スとを結線するコネクタが径方向外方に所定の角度傾斜して突設されると共に、このコネ
クタに凹所が形成され、この凹所が前記外方部材のインナー側の端部を覆うように所定の
シメシロを介して前記外方部材に嵌合固定されている請求項１または２に記載の回転速度
検出装置付き車輪用軸受装置。
【請求項４】
　前記スリンガが、前記内輪の外径に圧入される円筒部と、この円筒部から径方向外方に
延びる立板部とからなる断面が略Ｌ字状に形成され、この立板部の端部にラジアルリップ
が一体に接合されると共に、鋼板からプレス加工によって断面が略コの字状に形成され、
前記スリンガの円筒部に外嵌固定される円筒状の内径部と、この内径部から径方向外方に
延びる立板部、およびこの立板部から軸受内方側に延びる円筒状の外径部からなる芯金と
、この芯金の外径部に一体に接合された前記磁気エンコーダとからなるパルサリングを備
え、前記スリンガのラジアルリップが前記シール板の芯金に摺接されている請求項１乃至
３いずれかに記載の回転速度検出装置付き車輪用軸受装置。
【請求項５】
　前記シール部材が複数のシールリップを一体に有し、これらシールリップが前記パルサ
リングの芯金に摺接されている請求項４に記載の回転速度検出装置付き車輪用軸受装置。
【請求項６】
　前記スリンガが、前記内輪の外径に圧入される円筒部と、この円筒部から径方向外方に
延びる立板部、およびこの立板部から軸受内方側に延びる円筒状の外径部からなる断面が
略コの字状に形成され、このスリンガの外径部に前記磁気エンコーダが一体に接合される
と共に、前記シール部材が複数のシールリップを一体に有し、これらシールリップが当該



(3) JP 2009-36335 A 2009.2.19

10

20

30

40

50

スリンガに摺接されている請求項１乃至３いずれかに記載の回転速度検出装置付き車輪用
軸受装置。
【請求項７】
　前記磁気エンコーダのインナー側の端部に環状壁が突出して形成され、前記シール板に
おける芯金の円筒部に僅かな径方向すきまを介して対峙してラビリンスシールが構成され
ている請求項６に記載の回転速度検出装置付き車輪用軸受装置。
【請求項８】
　前記磁気エンコーダがエラストマに磁性体粉が混入されたゴム磁石からなり、周方向に
交互に磁極Ｎ、Ｓが着磁されると共に、前記センサホルダが非磁性の合成樹脂で形成され
、かつ、前記シール板の芯金がオーステナイト系ステンレス鋼鈑で形成されている請求項
１乃至７いずれかに記載の回転速度検出装置付き車輪用軸受装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等の車輪の回転速度を検出する回転速度センサを内蔵した回転速度検
出装置付き車輪用軸受装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車の車輪を懸架装置に対して回転自在に支承すると共に、アンチロックブレーキシ
ステム（ＡＢＳ）を制御するために車輪の回転速度を検出する装置が軸受に内蔵された回
転速度検出装置付き車輪用軸受装置が一般的に知られている。従来、このような車輪用軸
受装置は、転動体を介して転接する内方部材および外方部材の間にシール装置が設けられ
、円周方向に磁極を交互に並べてなる磁気エンコーダを前記シール装置に一体化させると
共に、磁気エンコーダと、この磁気エンコーダに対面配置され、車輪の回転に伴う磁気エ
ンコーダの磁極変化を検出する回転速度センサとで回転速度検出装置が構成されている。
【０００３】
　前記回転速度センサは、懸架装置を構成するナックルに車輪用軸受装置が装着された後
、当該ナックルに装着されているものが一般的である。しかし、この回転速度センサと磁
気エンコーダとのエアギャップ調整作業の煩雑さを解消すると共に、よりコンパクト化を
狙って最近では、回転速度センサをも軸受に内蔵した回転速度検出装置付き車輪用軸受装
置が提案されている。
【０００４】
　このような回転速度検出装置付き車輪用軸受装置の一例として図５に示すような構造が
知られている。この回転速度検出装置付き車輪用軸受装置は、ハブ輪５５と複列の転がり
軸受５０と等速自在継手６１が着脱自在にユニット化されている。複列の転がり軸受５０
は、外方部材５１と内方部材５２と複列のボール５３、５３とを備えている。外方部材５
１は、外周に懸架装置を構成するナックル５４に取り付けられるための車体取付フランジ
５１ｂを一体に有し、内周に複列の外側転走面５１ａ、５１ａが一体に形成されている。
【０００５】
　一方、内方部材５２は、ハブ輪５５と、このハブ輪５５に固定された内輪５６とからな
る。ハブ輪５５は、一端部に車輪（図示せず）を取り付けるための車輪取付フランジ５５
ｄを一体に有し、外周に前記複列の外側転走面５１ａ、５１ａの一方に対向する内側転走
面５５ａと、この内側転走面５５ａから軸方向に延びる円筒状の小径段部５５ｂが形成さ
れ、内周にトルク伝達用のセレーション５５ｃが形成されている。
【０００６】
　内輪５６は、外周に前記複列の外側転走面５１ａ、５１ａの他方に対向する内側転走面
５６ａが形成され、ハブ輪５５の小径段部５５ｂに所定のシメシロを介して圧入されてい
る。そして、小径段部５５ｂの端部を径方向外方に塑性変形させて形成した加締部５７に
よって内輪５６が軸方向に固定されている。
【０００７】
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　外方部材５１の複列の外側転走面５１ａ、５１ａと、これらに対向するハブ輪５５の内
側転走面５５ａおよび内輪５６の内側転走面５６ａ間には複列のボール５３、５３が収容
され、保持器５８、５８によって転動自在に保持されている。また、外方部材５１と内方
部材５２との間に形成される環状空間の開口部にはシール５９、６０が装着され、軸受内
部に封入された潤滑グリースの漏洩と、外部から軸受内部に雨水やダスト等が侵入するの
を防止している。
【０００８】
　等速自在継手６１は、外側継手部材６２と継手内輪６３とケージ６４およびトルク伝達
ボール６５からなる。外側継手部材６２は、カップ状のマウス部６６と、このマウス部６
６の底部をなす肩部６７と、この肩部６７から軸方向に延びる軸部６８とを一体に有して
いる。軸部６８の外周にはハブ輪５５のセレーション５５ｃに係合するセレーション６８
ａと、このセレーション６８ａの端部に雄ねじ６８ｂが形成されている。そして、ハブ輪
５５にこの外側継手部材６２がセレーション５５ｃ、６８ａを介してトルク伝達可能に内
嵌され、雄ねじ６８ｂに締結された固定ナット６９によってハブ輪５５と外側継手部材６
２が着脱自在にユニット化されている。
【０００９】
　シール６０は、図６に示すように、第１のシールリング７０と第２のシールリング７１
とが組み合わされた、所謂パックシールで構成されている。第１のシールリング７０は外
方部材５１に装着され、断面が略Ｌ字状に形成された芯金７２と、この芯金７２に被着さ
れ、主リップ７３ａと補助リップ７３ｂからなるシール部材７３とからなる。
【００１０】
　第２のシールリング７１は内輪５６に装着され、断面が略Ｌ字状に形成された芯金７４
と、この芯金７４に被着されたラジアルリップ７５とからなる。この第２のシールリング
７１にパルサリング７６が取り付けられている。パルサリング７６は、芯金７４に外嵌さ
れ、断面が略コの字状に形成された芯金７７と、この芯金７７に被着された多極磁石ロー
タ７８からなる。この多極磁石ロータ７８は、磁性粉を含有したゴムまたは樹脂を加硫接
着して周方向交互にＮ極、Ｓ極を配置するように径方向から着磁されている。
【００１１】
　ここで、第１のシールリング７０における芯金７２の外周面全周にはセンサホルダ７９
が積層されている。このセンサホルダ７９はポリフェニレンサルファイド（ＰＰＳ）等の
非磁性の樹脂材で形成され、磁気センサ８０が埋設されている。そして、センサホルダ７
９の円周所定位置には、磁気センサ８０と車体の電子回路に接続されたハーネス（図示せ
ず）とを結線する雌型のコネクタ８１が径方向外方に突出する状態で一体に形成されてい
る。
【００１２】
　このように、ラジアルリップ７５がパルサリング７６よりも外側に配置されているので
、パルサリング７６がダスト等により汚れるのを防止することができると共に、第１のシ
ールリング７０の主リップ７３ａおよび補助リップ７３ｂによってボール５３および転走
面から隔離されているので、ボール５３の回転によって生じる金属摩耗粉等がパルサリン
グ７６に付着するのを防止することができ、検出精度の低下を回避することができる。
【特許文献１】特開２００５－９８３３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　然しながら、こうした従来の回転速度検出装置付き車輪用軸受装置は、センサホルダ７
９の円周所定位置に雌型のコネクタ８１が径方向外方に垂直に突出した状態で一体形成さ
れているため、コネクタ８１の接続時に圧入固定部に無理な力が作用し、第１のシールリ
ング７０や磁気センサ８０の位置精度が崩れるだけでなく、樹脂製のセンサホルダ７９自
体が損傷する恐れがある。また、このセンサホルダ７９は粘弾性材料である樹脂製のため
、圧入固定部が歪み、経年変化によってクリープ変形する恐れがある。このクリープ変形
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によって固定力が低下するとセンサホルダ７９が位置ずれを起こし、速度検出機能を満足
しなくなってしまう。
【００１４】
　さらに、寒冷地や温度変化が激しい厳しい環境で使用された場合、温度変化による熱膨
張で外方部材５１との嵌合面や回転速度センサ８０やハーネス等との接触面に剥離やすき
まが生じて密着性が低下し、樹脂製のセンサホルダ７９に劣化、硬化、ひび割れ等が生じ
ると、長期間に亘って外方部材５１と間に充分な気密性を維持することができなくなる恐
れがあった。
【００１５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、センサホルダの剛性を高めてクリ
ープ変形を防止すると共に、他部品との密着性を向上して長期間に亘って気密性と耐久性
を高めた回転速度検出装置付き車輪用軸受装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　係る目的を達成すべく、本発明のうち請求項１記載の発明は、外周に懸架装置に取り付
けるための車体取付フランジを一体に有し、内周に複列の外側転走面が一体に形成された
外方部材と、一端部に車輪を取り付けるための車輪取付フランジを一体に有し、外周に軸
方向に延びる小径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に圧入された少
なくとも一つの内輪からなり、外周に前記複列の外側転走面に対向する複列の内側転走面
が形成された内方部材と、この内方部材と前記外方部材の両転走面間に転動自在に収容さ
れた複列の転動体と、前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に装
着されたシールと、前記外方部材のインナー側の端部にシメシロを介して内嵌され、合成
樹脂から射出成形によって形成されて回転速度センサが包埋されたセンサホルダとを備え
た回転速度検出装置付き車輪用軸受装置において、前記シールのうちインナー側のシール
が、前記センサホルダがインサート成形され、鋼板からプレス加工によって形成された芯
金、およびこの芯金に一体に接合されたシール部材からなる環状のシール板と、このシー
ル板に対向して前記内輪の外径に圧入され、鋼板からプレス加工によって形成されたスリ
ンガと、円周方向に関する特性が交互にかつ等間隔に変化するように構成され、前記回転
速度センサに所定の径方向すきまを介して対峙した磁気エンコーダとを備え、前記センサ
ホルダに繊維状強化材が所定量充填されると共に、当該センサホルダの硬度がデュロメー
タＡで１０～９０の範囲に設定されている。
【００１７】
　このように、外方部材のインナー側の端部にシメシロを介して内嵌され、合成樹脂から
射出成形によって形成されて回転速度センサが包埋されたセンサホルダを備えた内輪回転
タイプの回転速度検出装置付き車輪用軸受装置において、シールのうちインナー側のシー
ルが、センサホルダがインサート成形され、鋼板からプレス加工によって形成された芯金
、およびこの芯金に一体に接合されたシール部材からなる環状のシール板と、このシール
板に対向して内輪の外径に圧入され、鋼板からプレス加工によって形成されたスリンガと
、円周方向に関する特性が交互にかつ等間隔に変化するように構成され、回転速度センサ
に所定の径方向すきまを介して対峙した磁気エンコーダとを備え、センサホルダに繊維状
強化材が所定量充填されると共に、当該センサホルダの硬度がデュロメータＡで１０～９
０の範囲に設定されているので、センサホルダの耐熱性が向上し、弾性率の増大により剛
性が高くなり、外方部材に直接圧入されるこの種のセンサホルダにおいて、嵌合部が歪ん
で経年変化でクリープ変形が生ずるのを防止することができ、固定力の低下によるセンサ
ホルダの位置ずれを防止することができると共に、温度変化による熱膨張差で外方部材と
の嵌合面やモールド部品との接触面に剥離やすきまが生じるのを抑制して密着性を向上さ
せることができ、長期間に亘って所望の速度検出機能を満足することができる。
【００１８】
　また、請求項２に記載の発明のように、前記繊維状強化材が、ガラス繊維、炭素繊維、
アラミド繊維、ホウ素繊維のいずれかからなり、充填量が１０～４５ｗｔ％の範囲に設定
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されていれば、その効果が充分に発揮されると共に、成形品内の繊維が異方性を引き起こ
し、密度が大きくなって寸法安定性が低下するのを防止することができる。
【００１９】
　また、請求項３記載の発明のように、前記センサホルダの円周所定位置に前記回転速度
センサと電子回路に接続されたハーネスとを結線するコネクタが径方向外方に所定の角度
傾斜して突設されると共に、このコネクタに凹所が形成され、この凹所が前記外方部材の
インナー側の端部を覆うように所定のシメシロを介して前記外方部材に嵌合固定されてい
れば、ハーネスを結線する際、コネクタに直接圧入力が加わらずに圧入力は外方部材の端
部で受けることになるので、コネクタに無理な力が作用してシールや回転速度センサの位
置精度が崩れることはなく、信頼性と組立性の向上を図ると共に、組立精度を高めること
ができる。
【００２０】
　また、請求項４に記載の発明のように、前記スリンガが、前記内輪の外径に圧入される
円筒部と、この円筒部から径方向外方に延びる立板部とからなる断面が略Ｌ字状に形成さ
れ、この立板部の端部にラジアルリップが一体に接合されると共に、鋼板からプレス加工
によって断面が略コの字状に形成され、前記スリンガの円筒部に外嵌固定される円筒状の
内径部と、この内径部から径方向外方に延びる立板部、およびこの立板部から軸受内方側
に延びる円筒状の外径部からなる芯金と、この芯金の外径部に一体に接合された前記磁気
エンコーダとからなるパルサリングを備え、前記スリンガのラジアルリップが前記シール
板の芯金に摺接されていれば、磁気エンコーダがダスト等により汚れるのを防止すること
ができるので、長期間に亙って所望の検出精度を維持することができる。
【００２１】
　好ましくは、請求項５に記載の発明のように、前記シール部材が複数のシールリップを
一体に有し、これらシールリップが前記パルサリングの芯金に摺接されていれば、転動体
および各転走面から隔離され、転動体の回転によって生じる金属摩耗粉等が磁気エンコー
ダに付着するのを防止することができ、長期間に亙って所望の検出精度を維持することが
できる。
【００２２】
　また、請求項６に記載の発明のように、前記スリンガが、前記内輪の外径に圧入される
円筒部と、この円筒部から径方向外方に延びる立板部、およびこの立板部から軸受内方側
に延びる円筒状の外径部からなる断面が略コの字状に形成され、このスリンガの外径部に
前記磁気エンコーダが一体に接合されると共に、前記シール部材が複数のシールリップを
一体に有し、これらシールリップが当該スリンガに摺接されていれば、部品点数を削減し
て低コスト化とコンパクト化を図ることができると共に、転動体および各転走面から隔離
され、転動体の回転によって生じる金属摩耗粉等が磁気エンコーダに付着するのを防止す
ることができる。
【００２３】
　好ましくは、請求項７に記載の発明のように、前記磁気エンコーダのインナー側の端部
に環状壁が突出して形成され、前記シール板における芯金の円筒部に僅かな径方向すきま
を介して対峙してラビリンスシールが構成されていれば、部品点数を削減して低コスト化
とコンパクト化を図ることができると共に、磁気エンコーダの検出部に外部から直接雨水
やダスト等が侵入するのを防止し、密封性を向上することができる。
【００２４】
　また、請求項８に記載の発明のように、前記磁気エンコーダがエラストマに磁性体粉が
混入されたゴム磁石からなり、周方向に交互に磁極Ｎ、Ｓが着磁されると共に、前記セン
サホルダが非磁性の合成樹脂で形成され、かつ、前記シール板の芯金がオーステナイト系
ステンレス鋼鈑で形成されていれば、磁気検出に悪影響を及ぼさず、検出精度を向上させ
ることができる。
【発明の効果】
【００２５】
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　本発明に係る回転速度検出装置付き車輪用軸受装置は、外周に懸架装置に取り付けるた
めの車体取付フランジを一体に有し、内周に複列の外側転走面が一体に形成された外方部
材と、一端部に車輪を取り付けるための車輪取付フランジを一体に有し、外周に軸方向に
延びる小径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に圧入された少なくと
も一つの内輪からなり、外周に前記複列の外側転走面に対向する複列の内側転走面が形成
された内方部材と、この内方部材と前記外方部材の両転走面間に転動自在に収容された複
列の転動体と、前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に装着され
たシールと、前記外方部材のインナー側の端部にシメシロを介して内嵌され、合成樹脂か
ら射出成形によって形成されて回転速度センサが包埋されたセンサホルダとを備えた回転
速度検出装置付き車輪用軸受装置において、前記シールのうちインナー側のシールが、前
記センサホルダがインサート成形され、鋼板からプレス加工によって形成された芯金、お
よびこの芯金に一体に接合されたシール部材からなる環状のシール板と、このシール板に
対向して前記内輪の外径に圧入され、鋼板からプレス加工によって形成されたスリンガと
、円周方向に関する特性が交互にかつ等間隔に変化するように構成され、前記回転速度セ
ンサに所定の径方向すきまを介して対峙した磁気エンコーダとを備え、前記センサホルダ
に繊維状強化材が所定量充填されると共に、当該センサホルダの硬度がデュロメータＡで
１０～９０の範囲に設定されているので、センサホルダの耐熱性が向上し、弾性率の増大
により剛性が高くなり、外方部材に直接圧入されるこの種のセンサホルダにおいて、セン
サホルダの剛性を確保してクリープ変形を防止すると共に、寒冷地や温度変化が激しい厳
しい環境で使用されても、その弾性によって良好な密着性を維持して接触面にすきまが発
生するのを許容し、また、外方部材との嵌合面に剥離等が発生するのを防止し、気密性を
高めた回転速度検出装置付き車輪用軸受装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　外周に懸架装置に取り付けるための車体取付フランジを一体に有し、内周に複列の外側
転走面が一体に形成された外方部材と、一端部に車輪を取り付けるための車輪取付フラン
ジを一体に有し、外周に前記複列の外側転走面の一方に対向する内側転走面と、この内側
転走面から軸方向に延びる小径段部が形成されたハブ輪、およびこのハブ輪の小径段部に
圧入され、外周に前記複列の外側転走面の他方に対向する内側転走面が形成された内輪か
らなる内方部材と、この内方部材と前記外方部材の両転走面間に転動自在に収容された複
列の転動体と、前記外方部材と内方部材との間に形成される環状空間の開口部に装着され
たシールと、前記外方部材のインナー側の端部に所定のシメシロを介して内嵌され、合成
樹脂から射出成形によって形成されて回転速度センサが包埋されたセンサホルダと備えた
回転速度検出装置付き車輪用軸受装置において、前記シールのうちインナー側のシールが
、前記センサホルダがインサート成形され、非磁性体の鋼板からプレス加工によって形成
された芯金、およびこの芯金に一体に接合されたシール部材からなる環状のシール板と、
このシール板に対向して前記内輪の外径に圧入され、鋼板からプレス加工によって断面が
略Ｌ字状に形成されたスリンガと、このスリンガに嵌合固定され、前記回転速度センサに
所定の径方向すきまを介して対峙し、エラストマに磁性体粉が混入されたゴム磁石からな
り、周方向に交互に磁極Ｎ、Ｓが着磁された磁気エンコーダを有するパルサリングとを備
え、前記センサホルダにガラス繊維が１０～４５ｗｔ％充填されると共に、当該センサホ
ルダの硬度がデュロメータＡで１０～９０の範囲に設定されている。
【実施例１】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る回転速度検出装置付き車輪用軸受装置の第１の実施形態を示す縦
断面図、図２は、図１の軸受部の側面図、図３は、図１の回転速度検出装置を示す要部拡
大図である。なお、以下の説明では、車両に組み付けた状態で車両の外側寄りとなる側を
アウター側（図１の左側）、中央寄り側をインナー側（図１の右側）という。
【００２８】
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　この回転速度検出装置付き車輪用軸受装置は駆動輪用の第３世代構造と呼称され、ハブ
輪１と複列の転がり軸受２および等速自在継手８をユニット化して構成されている。複列
の転がり軸受２は、外方部材３と内方部材４と複列の転動体（ボール）５、５とを備えて
いる。
【００２９】
　外方部材３はＳ５３Ｃ等の炭素０．４０～０．８０ｗｔ％を含む中高炭素鋼からなり、
外周に懸架装置を構成するナックル（図示せず）に取り付けられるための車体取付フラン
ジ３ｂを一体に有し、内周に複列の外側転走面３ａ、３ａが一体に形成されている。そし
て、これらの複列の外側転走面３ａ、３ａが高周波焼入れによって表面硬さを５８～６４
ＨＲＣの範囲に硬化処理されている。
【００３０】
　一方、内方部材４は、ハブ輪１と、このハブ輪１に固定された内輪６とからなる。ハブ
輪１は、アウター側の端部に車輪（図示せず）を取り付けるための車輪取付フランジ７を
一体に有し、外周に前記複列の外側転走面３ａ、３ａに対向するアウター側（一方）の内
側転走面１ａと、この内側転走面１ａから軸方向に延びる円筒状の小径段部１ｂが形成さ
れ、内周にトルク伝達用のセレーション（またはスプライン）１ｃが形成されている。な
お、車輪取付フランジ７の円周等配位置にはハブボルト７ａが植設されている。
【００３１】
　ハブ輪１はＳ５３Ｃ等の炭素０．４０～０．８０ｗｔ％を含む中高炭素鋼からなり、内
側転走面１ａをはじめ、後述するアウター側のシール１０が摺接する車輪取付フランジ７
のインナー側の基部７ｂから小径段部１ｂに亙って高周波焼入れによって表面硬さを５８
～６４ＨＲＣの範囲に硬化処理されている。なお、後述する加締部１ｄは未焼入れで鍛造
加工後の表面硬さのままとされている。
【００３２】
　内輪６は、外周に前記複列の外側転走面３ａ、３ａに対向するインナー側（他方）の内
側転走面６ａが形成され、ハブ輪１の小径段部１ｂに所定のシメシロを介して圧入されて
いる。そして、この小径段部１ｂの端部を径方向外方に塑性変形させて形成した加締部１
ｄによってハブ輪１に対して内輪６が軸方向に固定されている。なお、内輪６および転動
体５はＳＵＪ２等の高炭素クロム鋼で形成され、ズブ焼入れによって芯部まで５８～６４
ＨＲＣの範囲に硬化処理されている。
【００３３】
　外方部材３の複列の外側転走面３ａ、３ａと、これらに対向するハブ輪１の内側転走面
１ａおよび内輪６の内側転走面６ａ間には複列の転動体５、５が収容され、保持器９、９
によって転動自在に保持されている。そして、内輪６の小径側（正面側）の端面がハブ輪
１の肩部に突合せ状態で衝合し、所謂背面合せタイプの複列アンギュラ玉軸受を構成して
いる。また、外方部材３と内方部材４との間に形成される環状空間の開口部にはシール１
０、１１が装着され、軸受内部に封入された潤滑グリースの漏洩と、外部から軸受内部に
雨水やダスト等が侵入するのを防止している。
【００３４】
　なお、ここでは、転動体５をボールとした複列アンギュラ玉軸受を例示したが、これに
限らず転動体に円すいころを使用した複列円すいころ軸受であっても良い。また、ここで
は、第３世代構造の車輪用軸受装置を例示したが、これに限らず、ハブ輪１の小径段部１
ｂに一対の内輪６が圧入された第２世代構造であっても良い。
【００３５】
　等速自在継手８は、外側継手部材１２と継手内輪１３とケージ１４およびトルク伝達ボ
ール１５とを備えている。外側継手部材１２は、カップ状のマウス部１６と、このマウス
部１６の底部をなす肩部１７と、この肩部１７から軸方向に延びる軸部１８とを一体に有
している。軸部１８の外周にはハブ輪１のセレーション１ｃに係合するセレーション１８
ａと、このセレーション１８ａの端部に雄ねじ１８ｂが形成されている。そして、ハブ輪
１にこの外側継手部材１２がセレーション１ｃ、１８ａを介して加締部１ｄの端面と肩部
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１７が衝合するまで内嵌され、雄ねじ１８ｂに締結された固定ナット１９によってハブ輪
１と外側継手部材１２がトルク伝達可能に、かつ着脱自在に結合されている。
【００３６】
　ここで、本実施形態では、センサホルダ２０が外方部材３のインナー側の端部に装着さ
れている。そして、インナー側のシール１１はこのセンサホルダ２０と内輪６との間に形
成される環状空間の開口部に装着されている。シール１１は、図３に示すように、断面略
Ｌ字状に形成された環状のシール板２１とスリンガ２２およびこのスリンガ２２に外嵌さ
れたパルサリング２３を備え、互いに対向して配置されている。シール板２１は、センサ
ホルダ２０がインサート成形された芯金２４と、この芯金２４に加硫接着等で一体に接合
されたシール部材２５とからなる。
【００３７】
　芯金２４は、耐食性を有する鋼板、例えば、オーステナイト系ステンレス鋼鈑（ＪＩＳ
規格のＳＵＳ３０４系等）、あるいは、防錆処理された冷間圧延鋼鈑（ＪＩＳ規格のＳＰ
ＣＣ系等）をプレス加工にて断面略Ｌ字状に形成されている。特に、磁気検出に悪影響を
及ぼさない非磁性体のオーステナイト系ステンレス鋼鈑が好ましい。また、シール部材２
５は合成ゴム等の弾性部材からなり、主リップ２５ａとグリースリップ２５ｂを一体に有
している。
【００３８】
　スリンガ２２は、耐食性を有する鋼板、例えば、オーステナイト系ステンレス鋼鈑（Ｊ
ＩＳ規格のＳＵＳ３０４系等）、あるいは、防錆処理された冷間圧延鋼鈑（ＪＩＳ規格の
ＳＰＣＣ系等）をプレス加工にて断面略Ｌ字状に形成されている。このスリンガ２２は、
内輪６の外径に圧入される円筒部２２ａと、この円筒部２２ａから径方向外方に延びる立
板部２２ｂとを有し、この立板部２２ｂの端部にラジアルリップ２６が加硫接着によって
一体に接合されている。
【００３９】
　パルサリング２３は、スリンガ２２の円筒部２２ａに圧入される芯金２７と、この芯金
２７に接合された磁気エンコーダ２８からなる。芯金２７は、強磁性体の鋼鈑、例えば、
フェライト系ステンレス鋼鈑（ＪＩＳ規格のＳＵＳ４３０系等）あるいは防錆処理された
冷間圧延鋼鈑（ＪＩＳ規格のＳＰＣＣ系等）からなり、スリンガ２２の円筒部に圧入され
る円筒状の内径部２７ａと、この内径部２７ａから径方向外方に延びる立板部２７ｂ、お
よびこの立板部２７ｂから軸受内方側に延びる円筒状の外径部２７ｃを有し、プレス加工
によって断面が略コの字状に形成されている。そして、シール部材２５の主リップ２５ａ
とグリースリップ２５ｂがパルサリング２３における芯金２７の内径部２７ａに摺接され
ると共に、スリンガ２２のラジアルリップ２６がシール板２１の芯金２４に摺接されてい
る。一方、磁気エンコーダ２８は、パルサリング２３の外径部２７ｃに加硫接着によって
一体に接合されている。この磁気エンコーダ２８はゴム等のエラストマにフェライト等の
磁性体粉が混入されたゴム磁石からなり、周方向に交互に磁極Ｎ、Ｓが着磁され、車輪の
回転速度検出用のロータリエンコーダを構成している。
【００４０】
　こうしたシール１１を構成することにより、パルサリング２３がダスト等により汚れる
のを防止することができると共に、このパルサリング２３に摺接するシール板２１の主リ
ップ２５ａおよびグリースリップ２５ｂによって転動体５および各転走面から隔離されて
いるので、転動体５の回転によって生じる金属摩耗粉等がパルサリング２３に付着するの
を防止することができ、長期間に亙って所望の検出精度を維持することができる。
【００４１】
　ここで、本実施形態では、センサホルダ２０はＰＰＳ（ポリフェニレンサルファイド）
等の非磁性の樹脂材で形成され、後述する繊維状強化材が充填されている。また、センサ
ホルダ２０には、磁気エンコーダ２８に所定の径方向すきま（エアギャップ）を介して対
峙する回転速度センサ２９が包埋されている。この回転速度センサ２９は、ホール素子、
磁気抵抗素子（ＭＲ素子）等、磁束の流れ方向に応じて特性を変化させる磁気検出素子と
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、この磁気検出素子の出力波形を整える波形成形回路が組み込まれたＩＣとからなる。こ
れにより、低コストで信頼性の高い回転速度検出装置を得ることができる。なお、センサ
ホルダ２０は前述した材質以外にもＰＡ（ポリアミド）６６、ＰＰＡ（ポリフタルアミド
）等のポリアミド系樹脂やＰＢＴ（ポリブチレンテレフタレート）等、射出成形可能な合
成樹脂を例示することができる。
【００４２】
　また、センサホルダ２０の円周所定位置に、回転速度センサ２９と車体の電子回路に接
続されたハーネス（図示せず）とを結線する雌型のコネクタ３０が一体に形成されている
。このコネクタ３０には凹所３０ａが形成され、外方部材３のインナー側の端部を覆うよ
うに所定のシメシロを介して外方部材３に嵌合固定されている。また、コネクタ３０は径
方向外方に所定の角度傾斜して突設されている。これにより、ハーネスを結線する際、コ
ネクタ３０に直接圧入力が加わらない。すなわち、この圧入力は外方部材３の端部で受け
ることになる。したがって、コネクタ３０に無理な力が作用してシール１１や回転速度セ
ンサ２９の位置精度が崩れることはなく、信頼性と組立性の向上を図ると共に、組立精度
を高めて所望の回転速度検出ができる回転速度検出装置付き車輪用軸受装置を提供するこ
とができる。
【００４３】
　前述したＰＰＳからなるセンサホルダ２０には繊維状強化材、ここでは、ＧＦ（グラス
繊維）が１０～４５ｗｔ％充填されている。このＧＦを充填させることにより、半結晶性
材料を、そのガラス転移温度を超える温度で使用することができため耐熱性が向上すると
共に、弾性率の増大により剛性が高くなり、外方部材３に直接圧入されるこの種のセンサ
ホルダ２０において、嵌合部が歪んで経年変化でクリープ変形が生ずるのを防止すること
ができる。したがって、固定力の低下によるセンサホルダ２０の位置ずれを防止し、長期
間に亘って所望の速度検出機能を満足することができる。
【００４４】
　ここで、充填量が１０ｗｔ％未満ではその効果が発揮されず、また、４５ｗｔ％を超え
て充填されると、成形品内の繊維が異方性を引き起こして密度が大きくなって寸法安定性
が低下し、外方部材３に直接圧入されるセンサホルダ２０としては好ましくない。なお、
繊維状強化材としては、ＧＦに限らず、これ以外に、ＣＦ（炭素繊維）やアラミド繊維、
ホウ素繊維等を例示することができる。
【００４５】
　さらに本実施形態では、センサホルダ２０の硬度が所定の範囲に規制されている。セン
サホルダ２０の硬度が高くなると剛性が高くなり、嵌合部の歪みを防止することができる
が、余り高くなり過ぎると、温度変化による熱膨張で外方部材３との嵌合面や回転速度セ
ンサ２９やハーネス等との接触面に剥離やすきまが生じるため、適度な弾性を有する範囲
に設定する必要がある。そのため、本実施形態では、センサホルダ２０の硬度はデュロメ
ータＡスケールで硬度がＨＤＡ１０～９０、好ましくは、ＨＤＡ３０～７５の範囲に設定
されている。これにより、センサホルダ２０の剛性を確保してクリープ変形を防止すると
共に、寒冷地や温度変化が激しい厳しい環境で使用されても、その弾性によって良好な密
着性を維持して接触面にすきまが発生するのを許容し、また、外方部材３との嵌合面に剥
離等が発生するのを防止し、気密性を高めた回転速度検出装置付き車輪用軸受装置を提供
することができる。
【００４６】
　ここで、デュロメータは、ＩＳＯ（国際標準化機構）への整合を目的に、１９９３年に
制定されたＪＩＳ　Ｋ　６２５３対応の硬度計で、中硬さ用のタイプＡ、高硬さ用のタイ
プＤ、低硬さ用のタイプＥの３タイプがあり、中心となるタイプＡは従来のＡ形硬度計に
比べ、１～２ポイント高い値を示す傾向がある。
【００４７】
　デュロメータでＨＤＡ１０未満の場合、樹脂自体が柔らかくなり過ぎて車両走行時の振
動や衝撃によって変形し易くなり、一方、ＨＤＡ９０を超えると、硬くなり過ぎて外方部
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材３との熱収縮差、すなわち、両者の線膨張係数の差による収縮量の差を吸収することが
難しくなり、亀裂等が発生する恐れがあるので好ましくない。
【００４８】
　なお、本実施形態では、回転速度検出装置として、磁気エンコーダ２８と、ホール素子
等の磁気検出素子からなる回転速度センサ２９とからなるアクティブタイプの回転速度検
出装置を例示したが、本発明に係る回転速度検出装置はこれに限らず、例えば、歯車等と
、磁石と巻回された環状のコイル等からなるパッシブタイプであっても良い。
【実施例２】
【００４９】
　図４は、本発明に係る回転速度検出装置付き車輪用軸受装置の第２の実施形態を示す要
部拡大図である。なお、この実施形態は、前述した第１の実施形態と基本的にはセンサホ
ルダとシールの構成が異なるだけで、その他同一部品同一部位あるいは同一の機能を有す
る部位には同じ符号を付して詳細な説明を省略する。
【００５０】
　センサホルダ３１は、前述した実施形態と同様、ＰＰＳ等の非磁性のエーテル系合成樹
脂で形成され、ＧＦからなる繊維状強化材が１０～４５ｗｔ％充填されている。このセン
サホルダ３１は外方部材３のインナー側の端部内周に圧入され、回転速度センサ２９が包
埋されると共に、この回転速度センサ２９と車体の電子回路に接続されたハーネス（図示
せず）とを結線する雌型のコネクタ３１ａが径方向外方に突出して形成されている。
【００５１】
　ここで、インナー側のシール３２はセンサホルダ３１と内輪６との間に形成される環状
空間の開口部に配設されている。シール３２は、断面略Ｌ字状に形成された環状のシール
板３３とスリンガ３４を備え、互いに対向して配置されている。シール板３３は、センサ
ホルダ３１がインサート成形された芯金３５と、この芯金３５に加硫接着等で一体に接合
されたシール部材３６とからなる。
【００５２】
　芯金３５は、耐食性を有する鋼板、例えば、オーステナイト系ステンレス鋼鈑（ＪＩＳ
規格のＳＵＳ３０４系等）、あるいは、防錆処理された冷間圧延鋼鈑（ＪＩＳ規格のＳＰ
ＣＣ系等）をプレス加工にて断面略Ｌ字状に形成されている。この芯金３５は、センサホ
ルダ３１がインサート成形された円筒部３５ａと、この円筒部３５ａから径方向内方に延
びる内径部３５ｂを有し、この内径部３５ｂにシール部材３６が接合されている。そして
、円筒部３５ａの端縁には径方向外方に延びる折曲部３５ｃが形成され、センサホルダ３
１が芯金３５から剥離するのを防止している。一方、シール部材３６は合成ゴム等の弾性
部材からなり、径方向外方に傾斜して延びるサイドリップ３６ａと、主リップ３６ｂおよ
びグリースリップ３６ｃを一体に有している。
【００５３】
　スリンガ３４は、強磁性体の鋼鈑、例えば、フェライト系ステンレス鋼鈑（ＪＩＳ規格
のＳＵＳ４３０系等）あるいは防錆処理された冷間圧延鋼鈑（ＪＩＳ規格のＳＰＣＣ系等
）からなり、プレス加工によって断面が略コの字状に形成されている。このスリンガ３４
は、内輪６の外径に圧入される円筒部３４ａと、この円筒部３４ａから径方向外方に延び
る立板部３４ｂと、この立板部３４ｂから軸受内方側に延びる円筒状の外径部３４ｃとを
有している。そして、シール部材３６のサイドリップ３６ａが立板部３４ｂに摺接される
と共に、主リップ３６ｂとグリースリップ３６ｃがスリンガ３４の円筒部３４ａに摺接さ
れている。
【００５４】
　また、スリンガ３４の立板部３４ｂから外径部３４ｃに亙って磁気エンコーダ３７が加
硫接着により一体に接合されている。磁気エンコーダ３７はゴム等のエラストマにフェラ
イト等の磁性体粉が混入されたゴム磁石からなり、周方向に交互に磁極Ｎ、Ｓが着磁され
、車輪の回転速度検出用のロータリエンコーダを構成している。この磁気エンコーダ３７
のインナー側の端部には環状壁３７ａが突出して形成され、シール板３３における芯金３
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５の円筒部３５ａの内径面に僅かな径方向すきまを介して対峙し、ラビリンスシール３８
が構成されている。これにより、部品点数を削減して低コスト化とコンパクト化を図ると
共に、磁気エンコーダ３７の検出部に外部から直接雨水やダスト等が侵入するのを防止し
、密封性を向上することができる。
【００５５】
　こうしたシール３２を構成することにより、前述した実施形態と同様、磁気エンコーダ
３７が、スリンガ３４に摺接するサイドリップ３６ａと、主リップ３６ｂおよびグリース
リップ３６ｃによって転動体５および各転走面から隔離されているので、転動体５の回転
によって生じる金属摩耗粉等が磁気エンコーダ３７に付着するのを防止することができ、
長期間に亙って所望の検出精度を維持することができる。
【００５６】
　本実施形態においても前述した実施形態と同様、センサホルダ３１の硬度がデュロメー
タＡスケールで硬度がＨＤＡ１０～９０、好ましくは、ＨＤＡ３０～７５の範囲に設定さ
れている。これにより、センサホルダ３１の剛性を確保してクリープ変形を防止すると共
に、寒冷地や温度変化が激しい厳しい環境で使用されても、その弾性によって良好な密着
性を維持して接触面にすきまが発生するのを許容し、また、外方部材３との嵌合面に剥離
等が発生するのを防止し、気密性を高めた回転速度検出装置付き車輪用軸受装置を提供す
ることができる。
【００５７】
　以上、本発明の実施の形態について説明を行ったが、本発明はこうした実施の形態に何
等限定されるものではなく、あくまで例示であって、本発明の要旨を逸脱しない範囲内に
おいて、さらに種々なる形態で実施し得ることは勿論のことであり、本発明の範囲は、特
許請求の範囲の記載によって示され、さらに特許請求の範囲に記載の均等の意味、および
範囲内のすべての変更を含む。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明に係る回転速度検出装置付き車輪用軸受装置は、内輪回転構造のあらゆるタイプ
の回転速度検出装置が内蔵された車輪用軸受装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明に係る回転速度検出装置付き車輪用軸受装置の第１の実施形態を示す縦断
面図である。
【図２】図１の軸受部の側面図である。
【図３】図１の回転速度検出装置を示す要部拡大図である。
【図４】本発明に係る回転速度検出装置付き車輪用軸受装置の第２の実施形態を示す縦断
面図である。
【図５】従来の回転速度検出装置付き車輪用軸受装置を示す縦断面図である。
【図６】図５の要部拡大図である。
【符号の説明】
【００６０】
１・・・・・・・・・・・・・・・・ハブ輪
１ａ、６ａ・・・・・・・・・・・・内側転走面
１ｂ・・・・・・・・・・・・・・・小径段部
１ｃ、１８ａ・・・・・・・・・・・セレーション
１ｄ・・・・・・・・・・・・・・・加締部
２・・・・・・・・・・・・・・・・複列の転がり軸受
３・・・・・・・・・・・・・・・・外方部材
３ａ・・・・・・・・・・・・・・・外側転走面
３ｂ・・・・・・・・・・・・・・・車体取付フランジ
４・・・・・・・・・・・・・・・・内方部材
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５・・・・・・・・・・・・・・・・転動体
６・・・・・・・・・・・・・・・・内輪
６ｂ・・・・・・・・・・・・・・・小径部
７・・・・・・・・・・・・・・・・車輪取付フランジ
７ａ・・・・・・・・・・・・・・・ハブボルト
７ｂ・・・・・・・・・・・・・・・基部
８・・・・・・・・・・・・・・・・等速自在継手
９・・・・・・・・・・・・・・・・保持器
１０・・・・・・・・・・・・・・・アウター側のシール
１１、３２・・・・・・・・・・・・インナー側のシール
１２・・・・・・・・・・・・・・・外側継手部材
１３・・・・・・・・・・・・・・・継手内輪
１４・・・・・・・・・・・・・・・ケージ
１５・・・・・・・・・・・・・・・トルク伝達ボール
１６・・・・・・・・・・・・・・・マウス部
１７・・・・・・・・・・・・・・・肩部
１８・・・・・・・・・・・・・・・軸部
１８ｂ・・・・・・・・・・・・・・雄ねじ
１９・・・・・・・・・・・・・・・固定ナット
２０、３１・・・・・・・・・・・・センサホルダ
２１、３３・・・・・・・・・・・・シール板
２２、３４・・・・・・・・・・・・スリンガ
２２ａ、３４ａ、３５ａ・・・・・・円筒部
２２ｂ、２７ｂ、３４ｂ・・・・・・立板部
２３・・・・・・・・・・・・・・・パルサリング
２４、２７、３５・・・・・・・・・芯金
２５、３６・・・・・・・・・・・・シール部材
２５ａ、３６ｂ・・・・・・・・・・主リップ
２５ｂ、３６ｃ・・・・・・・・・・グリースリップ
２６・・・・・・・・・・・・・・・ラジアルリップ
２７ａ、３５ｂ・・・・・・・・・・内径部
２７ｃ、３４ｃ・・・・・・・・・・外径部
２８、３７・・・・・・・・・・・・磁気エンコーダ
２９・・・・・・・・・・・・・・・回転速度センサ
３０、３１ａ・・・・・・・・・・・コネクタ
３０ａ・・・・・・・・・・・・・・凹所
３５ｃ・・・・・・・・・・・・・・折曲部
３６ａ・・・・・・・・・・・・・・サイドリップ
３７ａ・・・・・・・・・・・・・・環状壁
３８・・・・・・・・・・・・・・・ラビリンスシール
５０・・・・・・・・・・・・・・・複列の転がり軸受
５１・・・・・・・・・・・・・・・外方部材
５１ａ・・・・・・・・・・・・・・外側転走面
５１ｂ・・・・・・・・・・・・・・車体取付フランジ
５２・・・・・・・・・・・・・・・内方部材
５３・・・・・・・・・・・・・・・ボール
５４・・・・・・・・・・・・・・・ナックル
５５・・・・・・・・・・・・・・・ハブ輪
５５ａ、５６ａ・・・・・・・・・・内側転走面
５５ｂ・・・・・・・・・・・・・・小径段部
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５５ｃ、６８ａ・・・・・・・・・・セレーション
５５ｄ・・・・・・・・・・・・・・車輪取付フランジ
５６・・・・・・・・・・・・・・・内輪
５７・・・・・・・・・・・・・・・加締部
５８・・・・・・・・・・・・・・・保持器
５９・・・・・・・・・・・・・・・アウター側のシール
６０・・・・・・・・・・・・・・・インナー側のシール
６１・・・・・・・・・・・・・・・等速自在継手
６２・・・・・・・・・・・・・・・外側継手部材
６３・・・・・・・・・・・・・・・継手内輪
６４・・・・・・・・・・・・・・・ケージ
６５・・・・・・・・・・・・・・・トルク伝達ボール
６６・・・・・・・・・・・・・・・マウス部
６７・・・・・・・・・・・・・・・肩部
６８・・・・・・・・・・・・・・・軸部
６８ｂ・・・・・・・・・・・・・・雄ねじ
６９・・・・・・・・・・・・・・・固定ナット
７０・・・・・・・・・・・・・・・第１のシールリング
７１・・・・・・・・・・・・・・・第２のシールリング
７２、７４、７７・・・・・・・・・芯金
７３・・・・・・・・・・・・・・・シール部材
７３ａ・・・・・・・・・・・・・・主リップ
７３ｂ・・・・・・・・・・・・・・補助リップ
７５・・・・・・・・・・・・・・・ラジアルリップ
７６・・・・・・・・・・・・・・・パルサリング
７８・・・・・・・・・・・・・・・多極磁石ロータ
７９・・・・・・・・・・・・・・・センサホルダ
８０・・・・・・・・・・・・・・・磁気センサ
８１・・・・・・・・・・・・・・・コネクタ
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